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1 立地適正化計画策定の背景 

本町では、今後、人口減少や超高齢化社会の更なる進行が見込まれるなか、町民が暮らし続け

られる持続可能なまちづくりを推進していくため、令和２年３月に策定した「白鷹町都市計画マ

スタープラン」において、コンパクト・プラス・ネットワークの実現を目指すこととしています。 

コンパクト・プラス・ネットワークの基本的な考え方は、人口減少社会において、行政や医療・

福祉、商業等、生活に必要な各種のサービスを維持し、効率的に提供していくため、市街地への

都市機能集約化（コンパクト化）によるまちづくりを行うとともに、それらのサービスを住民の

誰もが享受できるような交通サービスの維持・向上（ネットワーク化）を図ることにより、将来

にわたって持続可能なまちづくりを推進していくものです。 

本町では、現在の機能配置を基本としながら、都市機能が集積する地域を中心に生活が可能な

コンパクトなまちづくり（コンパクトシティ）を進めるとともに、町民の誰もが都市機能を利用

できるように、交通サービス（ネットワーク）の維持・向上を目指すこととしています。 

 

 

 

 

   

 

立地適正化計画は、コンパクト・プラス・

ネットワークを実現するためのツール（道

具、方法）として、都市再生特別措置法に

基づき、住宅及び都市機能増進施設の立地

の適正化を図ることを目的とし、策定しま

す。 

⽣活利便性の維持・向上等 ⇒⾼齢者や⼦育て世代が安⼼・快適に⽣活・活躍できる都市環境 

・⽣活サービス機能の維持・アクセス確保などの利⽤環境の向上   ・住⺠の健康増進    など

地域経済の活性化 ⇒地域内での消費・投資の好循環の実現 

・サービス産業の⽣産性向上、投資誘発  ・外出機会・滞在時間の増加による消費拡⼤    など

⾏政コストの削減等 ⇒財政⾯でも持続可能な都市経営 

・⾏政サービス、インフラの維持管理の効率化 ・地価の維持・固定資産税収の確保      など

得られる効果の例

◆立地適正化計画で定める主な事項 

①「計画の基本的な方針」 

②「居住誘導区域」・「誘導施策」 

③「都市機能誘導区域」・「誘導施設」・「誘導施策」

④「防災指針に関する事項」 
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2 居住誘導区域・都市機能誘導区域の設定 

 誘導区域の設定方針 

誘導区域の設定にあたっては、手引きに記載の考え方を参考に設定しました。 

表 2-1 区域設定の考え方と望ましい区域像 

 区域設定の基本的な考え方 望ましい区域像 

居住誘

導区域 

国立社会保障・人口問題研究所の将来推

計人口をもとに、長期的な地区別人口見通

しを見据えつつ、以下の観点等 から具体の

区域を検討。  

・徒歩や主要な公共交通路線等を介した拠

点地区へのアクセス性  

・区域内の人口密度水準を確保することに

よる生活サービス施設の持続性 

・対象区域における災害等に対する安全性 

なお、今後人口減少が見込まれる都市や

既に人口減少が進みつつある都市において

は、居住誘導区域をいたずら に広く設定す

るべきではなく、人口動態、土地利用、災害

リスク、公共交通の利便性等を総合的に勘

案し、適切に設定する必要がある。 

ⅰ)生活利便性が確保される区域 

都市機能誘導区域となるべき中心拠点、地域

／生活拠点の中心部に徒歩、自転車、端末交通

等を介 して容易にアクセスすることのできる

区域、及び公共交通軸に存する駅、バス停の徒

歩、自転車利 用圏に存する区域から構成され

る区域 

ⅱ)生活サービス機能の持続的確保が可能な面

積範囲内の区域 

社会保障・人口問題研究所の将来推計人口等

をベースに、区域外から区域内に現実的に誘導

可能な 人口を勘案しつつ、区域内において、

少なくとも現状における人口密度を 維持する

ことを基本に、医療、福祉、商業等の日常生活

サービス機能の持続的な確保が可能な人口 密

度水準が確保される面積範囲内の区域 ※生活

サービス機能の持続性確保に必要な人口密度

としては、計画的な市街化を図るべき区域とさ

れる市街化区域の設定水準が一つの参考とな

る。 

ⅲ)災害に対するリスクが低い、あるいは今後

低減が見込まれる区域 

土砂災害、津波災害、浸水被害等により甚大

な被害を受ける危険性が少ない区域であって、

土地利 用の実態等に照らし、工業系用途、都

市農地、深刻な空き家・空き地化が進行してい

る郊外地域などには該当しない区域 

都市機

能誘導

区域 

各拠点地区における生活サービス施設等

の土地利用の実態や都市基盤（基幹的な公

共交通路線、道路等）、公共施 設、行政施設

等の配置を踏まえ、徒歩等の移動手段によ

る各種都市サービスの回遊性など地域とし

ての一体性等の観 点から具体の区域を検

討。 

各拠点地区の中心となる駅、バス停や公共施設

から徒歩、自転車で容易に回遊することが可能

で、 かつ、公共交通施設、都市機能施設、公

共施設の配置、土地利用の実態等に照らし、地

域としての一体性を有している区域 

資料：立地適正化計画作成の手引き（令和２年１２月）
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 誘導区域の設定結果 

 荒砥地区 
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 鮎貝地区 
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3 防災指針の検討に係る課題の抽出等について 

 課題抽出の視点 

防災指針の目的である「①災害リスクの分析、災害リスクの高い地域の抽出」「②リスク分析

を踏まえた居住誘導区域の設定」「③居住誘導区域における防災・減災対策の取り組み方針及

び地区毎の課題の対策検討」の実施のために必要な分析は、「立地適正化計画の手引き」（2020

年 12 月改訂：国土交通省）に基づき実施することとします。 

なお、分析にあたっては、災害リスクを構成する「ハザード」「暴露」「脆弱性」の３つの考

え方から、「被害の危険性」「避難の安全性」「施設の継続利用の可能性」の視点で行うほか、

「災害リスクの定量的な評価」について実施します。 

 

 

図 3-1 水災害リスクを低下させるための対策の考え方 

資料：「水災害対策とまちづくりの連携のあり方」検討会 第１回会議資料「水災害対策の取り組み状況について（水管理・国土保全局）」 
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 災害リスクの高い地域等の抽出 

① 被害の危険性 

被害の危険性について、手引き等の分析例を参考に、「洪水」、「土砂災害」、「過去の水災

害の履歴」より分析を行いました。 

 

◆分析内容 

  ・洪水による被害の恐れがあるエリア 

  ・土砂災害による被害の恐れがあるエリア 

  ・過去の水災害の履歴 

 

 

 
図 3-2 被害の危険性に係る分析例 

資料：立地適正化計画の手引き（2020 年 12 月改訂：国土交通省） 
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② 避難の安全性 

避難の安全性について、手引き等の分析例を参考に、洪水発生時における「一時的な避難の可

能性」や「避難所の分布」、「道路寸断・孤立の可能性」より分析を行いました。 

 

◆分析内容  ・洪水発生時の一時的な避難の可能性 

  ・洪水発生時の避難所の分布 

  ・道路寸断・孤立の可能性 

 

 

 
図 3-3 避難の安全性に係る分析例 

資料：立地適正化計画の手引き（2020 年 12 月改訂：国土交通省）
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(ｱ) 道路寸断・孤立の可能性 

洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）に含まれる主要な道路のうち、鮎貝市街地を中心に、

浸水エリアの発生が想定されるものの、（主）長井白鷹線等による長井方面との交通ネットワー

クにより、浸水による道路寸断および孤立の可能性は低いと想定されます。 

 

 

 

 
図 3-4 洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）に含まれる主要な道路の分布状況 

資料：国土数値情報ダウンロードサービス、道路網 2018（Esri） 
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③ 施設の継続利用の可能性 

施設の継続利用の可能性について、手引き等の分析例を参考に、「都市機能の継続利用の可能

性」、「インフラ（上水）の継続利用の可能性」より分析を行いました。 

 

◆分析内容  ・都市機能の継続利用の可能性 

  ・インフラ（上水）の継続利用の可能性 

 

 

図 3-5 施設の継続利用の可能性に係る分析例 

資料：立地適正化計画の手引き（2020 年 12 月改訂：国土交通省）
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(ｱ) インフラ（上水）の継続利用の可能性 

市街地に関わる上水道関連施設（水源地・配水池・浄水場）のうち、ハザード区域に含まれる

施設は３施設となっており、いずれも水源地で、洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）に含ま

れています。 

          

 

 

 
図 3-6 ハザード区域と上水道関連施設の分布（用途地域） 

資料：白鷹町資料 

実淵川水源地 

荒砥水源地 

高野水源地 
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図 3-7 上水道フロー図 
資料：白鷹町資料
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④ 災害リスクの定量的な評価 

災害リスクの定量的な評価について、手引き等の分析例を参考に、土砂災害や洪水に関する

「人的被害」および「医療・社会福祉施設等の機能低下による被害」、「防災拠点施設の機能低

下による被害」、「交通途絶による波及被害」、「経済被害の域内・域外への波及被害」より分

析を行いました。 

 

◆分析内容  ・人的被害   

・医療・社会福祉施設等の機能低下による被害 

  ・防災拠点施設の機能低下による被害 

  ・交通途絶による波及被害 

  ・経済被害の域内・域外への波及被害 

 

 
図 3-8 施設の継続利用の可能性に係る分析例 

資料：立地適正化計画の手引き（2020 年 12 月改訂：国土交通省）
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(ｱ) 人的被害 

土砂災害警戒区域の人口は、町域全体では約４割、都市計画区域・用途地域でそれぞれ約２割

と多くなっているほか、土砂災害特別警戒区域の人口についても、町域・都市計画区域・用途地

域の各地域で、それぞれ全体の約１割を占めています。 

最上川の洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）の人口は、町域・都市計画区域・用途地域の

各地域で、それぞれ全体の約２割を超えています。 

要配慮者についても同様の傾向にあるとともに、洪水による浸水で垂直避難が困難となる浸

水深 3.0m 以上のエリアの要配慮者数は、町域・都市計画区域・用途地域の各地域で、それぞれ

全体の約１割を占めています。 

 

表 3-1 ハザード区域の被害人口（総人口） 

 
資料：ハザード区域（国土数値情報ダウンロードサービス）に含まれる国勢調査100mメッシュ（2015年）人口を集計 

表 3-2 ハザード区域の被害人口（要配慮者数） 

 
資料：ハザード区域（国土数値情報ダウンロードサービス）に含まれる国勢調査100m メッシュ（2015 年）人口を集計 

 

※要配慮者の算出方法（「水害の被害指標分析の手引き（H25 試行版）」1.2 に準拠） 

 国勢調査の５歳階級別人口を用いて算出する、以下の「乳幼児」「妊婦」「障がい者」「高齢者」の合計 

・乳幼児（[0～4 歳の人口]+[5～9 歳の人口]×2/5） 

       ・妊婦（[0～4 歳の人口]×1/5×1/4） 

・障がい者（[65 歳未満の人口]-[乳幼児]-[妊婦]）×4％） 

・高齢者（[65 歳以上の人口]）  

（人）

14,185 100.0% 7,033 100.0% 3,874 100.0%

土砂災害警戒区域 5,477 38.6% 1,449 20.6% 671 17.3%

がけ崩れ 1,352 9.5% 768 10.9% 538 13.9%

土石流 4,391 31.0% 681 9.7% 133 3.4%

地滑り 203 1.4% 0 0.0% 0 0.0%

土砂災害特別警戒区域 1,301 9.2% 604 8.6% 434 11.2%

がけ崩れ 1,054 7.4% 604 8.6% 434 11.2%

土石流 338 2.4% 0 0.0% 0 0.0%

最上川 浸水区域（想定最大規模） 3,237 22.8% 1,566 22.3% 1,111 28.7%

0.0m以上0.5m未満 59 0.4% 28 0.4% 28 0.7%

0.5m以上3.0m未満 1,666 11.7% 699 9.9% 496 12.8%

3.0m以上5.0m未満 849 6.0% 424 6.0% 331 8.5%

5.0m以上10.0m未満 665 4.7% 415 5.9% 255 6.6%

人口総数

用途地域都市計画区域白鷹町

（人）

5,668 100.0% 2,733 100.0% 1,529 100.0%

土砂災害警戒区域 2,290 40.4% 603 22.1% 288 18.8%

がけ崩れ 616 10.9% 366 13.4% 247 16.2%

土石流 1,785 31.5% 237 8.7% 41 2.7%

地滑り 90 1.6% 0 0.0% 0 0.0%

土砂災害特別警戒区域 571 10.1% 272 10.0% 191 12.5%

がけ崩れ 464 8.2% 272 10.0% 191 12.5%

土石流 145 2.6% 0 0.0% 0 0.0%

最上川 浸水深（想定最大規模） 1,290 22.8% 606 22.2% 431 28.2%

0.0m以上0.5m未満 20 0.3% 8 0.3% 8 0.5%

0.5m以上3.0m未満 669 11.8% 277 10.1% 197 12.9%

3.0m以上5.0m未満 340 6.0% 167 6.1% 131 8.6%

5.0m以上10.0m未満 262 4.6% 154 5.6% 94 6.1%

用途地域都市計画区域白鷹町

要配慮者
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図 3-9 洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）と総人口の分布状況 

資料：国土数値情報ダウンロードサービス 

※図上指摘のほか浸水深が高く人口が 20 人/ha 以上の地域は町営住宅神明アパート周辺 

 

  

図 3-10 洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）と 65 歳以上人口の分布状況 

資料：国土数値情報ダウンロードサービス 

※図上指摘のほか浸水深が高く人口が 20 人/ha 以上の地域は町営住宅神明アパート周辺 

 

浸水深 3.0ｍ以上のエリアのうち、 

65 歳以上人口が 10 人/ha 以上の地域が分布 
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(ｲ) 医療・社会福祉施設等の機能低下による被害 

医療施設・社会福祉施設等のうちハザード区域に含まれる施設について確認すると、土砂災害

警戒区域に含まれる施設が３件あり、医療施設が２件（うち都市計画区域：１件）、社会福祉施

設が１件（都市計画区域）となっています。 

 

表 3-3 ハザード区域に含まれる医療施設の割合 

 
資料：ハザード区域（国土数値情報ダウンロードサービス）に含まれる医療施設数を集計 

 

表 3-4 ハザード区域に含まれる社会福祉施設の割合 

 

資料：ハザード区域（国土数値情報ダウンロードサービス）に含まれる社会福祉施設数を集計 

  

（件）

6 100.0% 5 100.0% 4 100.0%

土砂災害警戒区域 2 33.3% 1 20.0% 0 0.0%

がけ崩れ 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

土石流 2 33.3% 1 20.0% 0 0.0%

地滑り 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

土砂災害特別警戒区域 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

がけ崩れ 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

土石流 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

最上川 浸水深（想定最大規模） 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

0.0m以上0.5m未満 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

0.5m以上3.0m未満 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

3.0m以上5.0m未満 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

5.0m以上10.0m未満 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

医療施設

白鷹町 都市計画区域 用途地域

（件）

9 100.0% 6 100.0% 4 100.0%

土砂災害警戒区域 1 11.1% 1 16.7% 0 0.0%

がけ崩れ 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

土石流 1 11.1% 1 16.7% 0 0.0%

地滑り 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

土砂災害特別警戒区域 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

がけ崩れ 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

土石流 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

最上川 浸水深（想定最大規模） 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

0.0m以上0.5m未満 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

0.5m以上3.0m未満 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

3.0m以上5.0m未満 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

5.0m以上10.0m未満 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

白鷹町 都市計画区域 用途地域

社会福祉施設
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図 3-11 土砂災害警戒区域等に含まれる医療・社会福祉施設等の立地状況 

資料：国土数値情報ダウンロードサービス

医院 高齢者福祉施設 
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(ｳ) 防災拠点施設の機能低下による被害 

「山形県緊急輸送道路ネットワーク計画（2016 年更新）」に基づく防災拠点のうち、ハザー

ド区域に含まれる施設について確認すると、道の駅（白鷹ヤナ公園）が洪水浸水想定区域（想定

最大規模）に含まれていますが、都市計画区域内に該当する施設はありません。 

 

表 3-5 ハザード区域に含まれる防災拠点施設の割合 

 

資料：ハザード区域（国土数値情報ダウンロードサービス）に含まれる 

防災拠点施設（山形県緊急輸送道路ネットワーク計画）を集計 

 

 

 
図 3-12 洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）に含まれる防災拠点の立地状況 

資料：国土数値情報ダウンロードサービス

（件）

6 100.0% 4 100.0% 4 100.0%

土砂災害警戒区域 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

がけ崩れ 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

土石流 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

地滑り 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

土砂災害特別警戒区域 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

がけ崩れ 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

土石流 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

最上川 浸水深（想定最大規模） 1 16.7% 0 0.0% 0 0.0%

0.0m以上0.5m未満 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

0.5m以上3.0m未満 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

3.0m以上5.0m未満 1 16.7% 0 0.0% 0 0.0%

5.0m以上10.0m未満 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

用途地域

防災拠点施設

白鷹町 都市計画区域

道の駅（白鷹ヤナ公園）
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(ｴ) 交通途絶による波及被害 

ハザード区域に含まれる主要な道路のうち、鮎貝市街地を中心に、洪水による浸水エリアの発

生が想定されるものの、長井方面との交通ネットワークにより、浸水による交通途絶の可能性は

低いことが想定されます。 

 

 

 
図 3-13 【再掲】洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）に含まれる主要な道路の分布状況 

資料：国土数値情報ダウンロードサービス、道路網 2018（Esri） 

表 3-6 ハザード区域に含まれる主要な道路の割合 

 
資料：ハザード区域（国土数値情報ダウンロードサービス）に含まれる「道路網2018（Esri）」の各種道路延長を集計 

 

延長（ｍ）

68,205 100.0% 17,783 100.0% 8,130 100.0%

一般国道 24,176 35.4% 7,570 42.6% 3,521 43.3%

主要地方道 31,098 45.6% 8,377 47.1% 3,829 47.1%

一般県道 12,931 19.0% 1,836 10.3% 780 9.6%

土砂災害警戒区域 16,445 24.1% 1,001 5.6% 296 3.6%

一般国道 3,571 14.8% 443 5.8% 296 8.4%

主要地方道 10,071 32.4% 559 6.7% 0 0.0%

一般県道 2,803 21.7% 0 0.0% 0 0.0%

土砂災害特別警戒区域 944 1.4% 0 0.0% 0 0.0%

一般国道 245 1.0% 0 0.0% 0 0.0%

主要地方道 590 1.9% 0 0.0% 0 0.0%

一般県道 109 0.8% 0 0.0% 0 0.0%

最上川 浸水深（想定最大規模） 13,773 20.2% 4,409 24.8% 2,516 30.9%

一般国道 5,864 24.3% 531 7.0% 0 0.0%

主要地方道 5,787 18.6% 2,842 33.9% 1,735 45.3%

一般県道 2,122 16.4% 1,037 56.5% 780 100.0%

主要道路

白鷹町 都市計画区域 用途地域
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(ｵ) 経済被害の域内・域外への波及被害 

 ◇洪水浸水による家屋被害額の状況 

家屋被害額について、１ha あたりの家屋の浸水状況に対して、家屋１㎡当たり資産額および

浸水被害率を考慮し、家屋被害額を算出しました。床上浸水被害額の分布図を確認すると、鮎貝

地区の浸水深が高いエリアや家屋が集積しているエリアにおいて、被害額が高くなっています。 

 

表 3-7 洪水浸水（想定最大規模降雨）による家屋被害額の状況 

 
資料：洪水浸水想定区域（想定最大規模）（国土数値情報ダウンロードサービス）に含まれる建物（基盤地図）の面積に、 

家屋１㎡当たり資産額（「治水経済調査マニュアル（案）各種資産評価単価及びデフレーター」R2.4）と 

被害率（「治水経済調査マニュアル（案）」R2.4）を乗じることにより算出 

※被害率の地盤勾配は、一律で被害率の高い「Cグループ」（1/500 以上）を選択 

 

 

 

図 3-14 洪水浸水（想定最大規模降雨）による家屋被害額（床上浸水）の分布状況 

資料：洪水浸水想定区域（想定最大規模）（国土数値情報ダウンロードサービス）に含まれる建物（基盤地図）の面積に、 

家屋１㎡当たり資産額（「治水経済調査マニュアル（案）各種資産評価単価及びデフレーター」R2.4）と 

被害率（「治水経済調査マニュアル（案）」R2.4）を乗じることにより算出 

※被害率の地盤勾配は、一律で被害率の高い「Cグループ」（1/500 以上）を選択 

  

（千円）

床下浸水

白鷹町 150,571 11,364,613 47,943,449 1,011,647 62,065,550

都市計画区域 78,437 5,357,520 37,555,685 526,997 42,738,668

用途地域 32,917 3,582,924 26,691,655 221,162 30,251,778

50cm

未満

            想定被害

             (浸水深)

区域

床上浸水 土砂堆積（床上）

299cm

未満

300cm

以上

50cm

未満

50cm

以上
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図 3-15 【参考】浸水による家屋被害額の計算手法例 

資料：立地適正化計画の手引き（2020 年 12 月改訂：国土交通省） 

 

 

表 3-8 【参考】家屋１㎡当たり資産額 

 

資料：治水経済調査マニュアル（案）各種資産評価単価及びデフレーター（R2.4） 
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◇洪水浸水想定区域に含まれる従業者数の状況 

洪水浸水想定区域の従業者数は、町域全体・都市計画区域でそれぞれ約３割、用途地域で約４

割と多くなっています。 

そのうち、垂直避難が困難となる浸水深 3.0m 以上のエリアの従業者数は、町域・都市計画区

域・用途地域の各地域で、それぞれ全体の約１割程度を占めています。 

 

表 3-9 洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）に含まれる従業者数 

 

資料：国勢調査 100m メッシュ  

 

 

 

図 3-16 洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）と従業者数の分布状況 

資料：洪水浸水想定区域（国土数値情報ダウンロードサービス）に含まれる国勢調査100mメッシュ（2015年）従業者数を集計 

※従業者：「自宅で従業する就業者」と「自宅以外市区町村就業者」の計 

 

 

 

 

（人）

4,413 100.0% 2,224 100.0% 1,222 100.0%

最上川 浸水深（想定最大規模） 1,420 32.2% 672 30.2% 455 37.3%

0.0m以上0.5m未満 17 0.4% 8 0.4% 8 0.7%

0.5m以上3.0m未満 902 20.4% 399 17.9% 269 22.0%

3.0m以上5.0m未満 279 6.3% 131 5.9% 98 8.1%

5.0m以上10.0m未満 223 5.0% 134 6.0% 80 6.5%

従業者数

白鷹町 都市計画区域 用途地域

浸水深 5.0ｍ以上のエリアのうち、 

従業者数が 5 人/ha 以上の地域が分布 

浸水深 3.0ｍ以上のエリアのうち、 

従業者数が 10 人/ha 以上の地域が分布 
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 防災に関する取組 

 マイ・タイムラインの作成促進 

マイ・タイムラインは、洪水等の災害が発生した場合の個人の防災計画です。 

本町では、マイ・タイムラインの作成促進に向けた取組を推進します。 

 
資料：マイ・タイムライン簡単検討ガイド（国土交通省） 
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資料：マイ・タイムライン簡単検討ガイド（国土交通省） 
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